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生保のニーズ変化に伴う生保業界の変化について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年10月21日
一二三　春菜
 (
1
章　生命保険の役割と業界の現状
生保とは
生保業界の現状
2
章　生保販売体制の変化
商品面の変化
販売チャネルの変化
3
章　消費者ニーズの変化と社会環境の関係
人口構造の変化
公的保障に対する不安
ライフスタイルの多様化
4
章　今後の展望
) (
章構成
)






 (
今回発表分
)


 (
公的保障に対する不安
) (
3章
)

 (
生命保険文化センターによる生活保障に関する調査（平成
22
年度）によると、医療・年金（老後資金）・死亡・介護の
4
つに分けて意識調査を行ったところ…
)

 (
図表 
1
　不安意識
)[image: ]
 (
医療・介護に対する不安感を持つ人は全体の
9
割に及ぶ。一方で「死亡時の遺族の生活に対する不安」は
68.4%
と、他の項目に比べると低い値になっている。
→長生きのリスクを意識している
)






 (
図表 
2
　公的保障に対する考え方
)[image: ][image: ] (
図表 
3
　私的準備
状況
)






 (
図表
2
から、
公的保障に対する不安感の大きさ
が分かる。特に、年金・介護の
2
項目の数値が高い。
図表
3
から、前述した
2
項目（特に、介護）に対する私的準備は相対的に十分ではないと言える
→
民間生保会社による
年金・介護保障商品のマーケットの拡大余地
)


[image: ] (
図表 
4
　生活保障に対する今後の準備意向
)

 (
実際に、この
2
項目に対する今後の準備意向も高いことが分かる。
年金
（老後保障）
・介護保障商品に対するニーズは高い
と言える。
)




 (
参考：生命保険文化センター　「平成
22
年度　生活保障に関する調査」
)
 (
公的保障に対する不安が高まることは、消費者に民間の保険会社を利用した私的準備の必要性を喚起することになる。よって、生保業界の動向は公的保障制度の変化、制度に対する社会の認識に大きく影響されると言える。
現状を見ると、公的保障に対する不安感が大きく、かつ私的準備が不十分であると考えられるのは年金（老後保障）・介護保障の分野である。
) (
ライフスタイルの多様化
①未婚・晩婚化
)







 (
図表 
5
　生命保険の契約を見なおしたきっかけ（年齢別）
)[image: ]

 (
ライフネット生命が行った調査によると、生保に加入したきっかけは
、
「社会人になったので」
（
21.9
％）、
「結婚したので」（
18.1
％）
、
「家族に勧められて」（
17.4
％）の順
図表
5
を見ると、生保契約の見直しのきっかけとしても、
20
～
30
代においては
「家族構成の変化」
が最も多い。（結婚、出産）
) (
「結婚」というライフイベントに関する変化は
消費者のニーズに影響を与える
)













 (
図表 
6
　
年齢別未婚率の推移
)
[image: ]
 (
2010
年の平均初婚年齢は男性が
30.5
歳、女性が
28.8
歳となっている。
図表
6,7
より、
未婚・晩婚化が進展している
ことが分かる。
)







 (
図表 
7
　平均初婚年齢の推移
)

 (
未婚化により、死亡時の遺族に対する保障ニーズが減少する可能性が高い。
晩婚化の影響としては、生保加入時期が遅くなる可能性があり、新規契約者の中心が20代から30代へとシフトしていくと考えられる。
)






 (
②女性の社会進出
) (
図表 
8
　労働力人口及び労働力人口総数に占める女性割合の推移
)
[image: ] (
平成
22
年の労働力人口総数に占める女性の割合は
42.0%
で、過去最高を記録した。
→女性の社会進出の進展
（このグラフだといまいちなので別のものを探し中）
)











 (
女性の社会進出が進むと…
女性向けの商品のニーズが高まる
既婚の場合、家計収入の分散化が起こり、
その家計の
必要な死亡保障額が低くなる?
→女性の生保ニーズではなく、男性のニーズが高い死亡保障マーケットにも影響する
)




 (
「消費者サービス
?
を最大化できる商品と販売チャネルの組み合わせについて」を軸として考える
ex)
医療×ダイレクト　年金×窓販
どの側面から見ても、死亡保障マーケットの縮小が考えられるので、死亡保障マーケットに対する効果的なアプローチは何か。特に、販売チャネルの観点から。
第三分野への対応として、既に医療保障に関しては各社が注力しており、商品開発の中心にもなっている。
3
章（公的保障に対する不安）で挙げた年金（老後保障）・介護保障に関する現状に注目して、今後の商品開発の中心がこの分野にシフトしていくと予想して、何か提言したい…
ここに関しては、商品内容、販売チャネルの両面から考え
る
保障性商品とは異なり、投資商品としての色合いが強い年金分野についての取り組み
高齢化が進む中で、ダイレクトチャネルの存在感はどう変化するのか
?
) (
4章で考えたい事（案）
)
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